






要約:1988 年 3 月より 89 年 2 月までの 14 例の胎児異常について検討した。以前の傾向と

して・羊水量の異常や子宮内胎児発育遅延などの母体合併症のある症例では出生前診断さ

れやすいと報告した。しかし最近は母体合併症のない症例でも出生前診断されていること

も多い。このことは、超音波断層法の技術的進歩によるものと思われる。しかし正確な出

生前診断が、今後ますます要求される。 


